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■若年層雇用は依然として大きな問題 

韓国において大きな問題となっている雇用不振だが、

足元では改善の動きが見られた。9 月失業率（季節調整

値）は 3.4％と、8 月の 3.1％からは上昇したが、本年上

期平均の 4.0％から比べ、低下している。雇用者数は 9 月

に前年同月比＋1.3％と、8 月の同＋1.7％に続き、強めの

伸びとなった。 

しかし、この雇用回復は高齢者を対象とした年初から

の雇用支援プログラムが大きく影響しており、若年層の

雇用不振は引き続き深刻である（右上図）。また、8 月

に国会で承認された雇用対策を含む補正予算（5.8 兆ウォ

ン）も、政府は 7～9 月期に全体の 7 割以上の支出を計画

していたことから、公的部門を中心とする雇用増加に寄

与した可能性がある。一方、民間の製造業部門での雇用

者数は前年同月比▲2.5％と低迷が続き、政策効果を除く

雇用者数の伸びは非常に弱いと判断される。 

韓国経済のけん引役となるべき輸出は引き続き低迷し、

製造業部門の雇用低迷の主因となっている。9 月の輸出

（米ドル建）は、前年同月比▲11.7％と、4 ヵ月連続で 2

桁のマイナスを記録している。品目別では、半導体（同

▲31.5％）や携帯電話（同▲39.9％）の落ち込みがひどく、

原油価格が低下するなかで石油関連商品（同▲18.8％）も減少している。地域別で見ると、EU 向け（同

＋10.6％）と南米向け（同＋10.7％）が全体の押し上げに寄与したが、米国向け（同▲2.2％）が軟調、

さらに中国向け（同▲21.8％）が全体を大きく下押ししている。米中貿易問題が長期化し、関税引き上

げの悪影響や高まる先行き不透明感が、韓国の貿易活動の重しになっているとみられる。 

このように、総じて景気減速感が強まる中、今後、更なる景気浮揚策を求める声が高まろう。足元で

は大統領支持率が低下していることに加え、来年 4 月に総選挙が控えていることもあり、政府は追加景

気対策の議論を加速させると見込まれる。 

 

■韓国銀行は今年 2 回目の利下げを実施  

こうしたなか、金融緩和を通じた景気下支えも強化されている。韓国銀行（中央銀行）は 10 月 16 日

に政策金利を 0.25％ポイント引き下げた（右下図）。7 月にもすでに利下げを実施しており、今年 2 回

目の利下げとなる。足元で消費者物価指数は統計開始以来初の前年比マイナスに陥る等、韓国銀行のイ

ンフレ目標を大きく下回っている。景気の下振れリスクがさらに高まれば、年内最後の会合（11 月 29

日）で、3 回目の利下げに踏み切る可能性が大きい。  
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